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L はじめに

昭和63年度より利尻町内(I日仙法志村}の各県

曜を取り上げて研究調査し、その結果を報告して

きたが、本年置は仙桂志字本町(マオヤニ)につ

いて報告するものである。

この報告についての内容は既報告の内容と問楠

に輯査の限界または畳料不足等の事情により多く

の困難があって充分なものとは雷えなし、。特に、

開拓移住の年代は推定推醐の域を出ない部分もあ

る。

しかし、本調査地区は他の既報告の集落よりは

移住の年代は若干早〈、離合集散の傾向も多いと

考えられる置料も現存している。

本町は商側に隣接する政泊と東に接する元村と

の間にあって旧仙法志村田中心としての位置を占

め、各聾躍のゅでは最も大きく、官公庁、商店等

で形成された市街地である。この集落の居住者の

ほとんどはこれまで報告した他の集落とは異なり

移動転出入の閣向が強〈見られ、当初からの移住

定習性が余り見られない。

生活圏は他集落と亜わら江いが、それは明治の

開村前後に強 <IX第に行政機関の聾備にともなっ

て泊仙怯志村の政拍経済の中心地となり、 つの

村民の生活聞の根極地として発展した集落である。

聾帯形成由経韓は地韓、姻戚の閲協によって集

団イじされているが、出身県毎のグループ化や定住

性は他の聾需に比較して低い。また、生活機式及

び労働内容等については抽の集落とは若干異なり

華麗及びその他白建築物についても同織である.

しかし、戦前の建築物はほとんど摘し戦後に

改革され、神社仏閣だけは昔の面軍を残している。

2 地騒

III地名地形並ひ'に質象

現在の聾落名は昭和31年 9 月に!日昔Jfi町と!日仙

法志村との町村合併により正式に仙桂志字本町と

なったものである。

明治部年の仙桂志村湖村以前より昭和 7 年白地

番改正までは、仙桂志村字「マオヤニJ と呼称し

た。以桂、昭和20年特戦までは仙法定、村字「仙桂

志J としていた。 rマオヤニJ といっ地名は「ハ

マナス由花の暁< J 所を態味L、家屋や建築物の

建設される以前は棋から丘にかけての 帯に「ハ

マナスJ の花が咲き詩っていたと古老は語ってい

る。従って、 r仙法志」と呼ぶ県高は現在の元村

を指して呼び、 「元仙法志J とも呼んでいた。

こ白集落の範囲は東端は池端正宅(本町)で浜

では日伊藤の澗より、西端は尊称寺(字政泊66番

地)で、浜はその前浜までと山側は各学校、 1噂物

館に至り、そして山麓に迫なっている。地貫主並び

に気象条件は既報告の県高とほとんど変わらなも、

ただし、道路については棋側の町道と山側丘陵地

の道々が東西に走っている.それを南北に結五、学

校道路、神社道路、博物館道路の三本があって、

市昔地から住宅街に通じている。

また、本町山ノ上の町道があって、この小軍高

だけに通じていて政泊の東端の浜側の町遣に連結

している。これは明治時代の自問道が改第に拡幅

されて現在に至づている。さらにまた、この道路

は中聞から広暗号年前から東側を北に通り、道々を

過ぎ旧火葬場に通じて大葬場道路と呼ばれていた

だが、本年火葬渇が廃止されてこ白名はなくなっ

た。この道路とは別に昔からの旧自然林道が岡和

田年に正式造林地林道として盈良されたものであ

る。

また、この車側に共同基地があって、火葬場へ

の遣として一部併用されてきたもので、山麓火防

組まで続いている林道がある。また、近年東端に

坦々と町置の連絡道路が完成した。

121移住年代とその経路

開拓移住の年代は隣接する政泊及び神曜と同年

代であるが、移住者数においてはこの聾躍が他集
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器に比して若干多いと考えられる。明治 3 年にこ

の地の未開拓であることを知った伊蔵米八氏が来

住し、蝉建掴漁墳を開設したのがこ由開拓の最初

である。伊藤正は明治以前より鬼脇村アフトロマ

ナイ(現在の旭浜〉に入荷ぎ漁業者として青森県

北津軽郡小泊村より漁期聞のみ滞在雌漁業に従事

していたものである。なお、伊藤氏は明治22年ま

で人稼漁業者即ち寄留者として漁業経営に当たり

定住したりは明治犯年からである。明桔24年まで

は定住者が若手あったと考えられる。

明泊17年に至って、伊藤氏の他に伊藤常八、伊

勢力車、駒井万七の諸氏等の岳民が見受けられる

が、殆どは鬼脇村からの再移住の出稼漁業者であ

る。しかし、この年代以後に移住定住者は徐々に

増加したものと考えてよ L、それは、明治23年に

伊藤氏が本籍者としτ定住した。仙法志村市商戸

数が約40戸と話されていることから予想される。

最も移住者の増加したのは、明治27、四年から

明桔35、 36年頃と考えられ、以後は大正 5 、 6 年

である。絶えず陣漁の好不況により移住移転は繰

返されて今臼に至っている。移住の経路は本州日

本海沿岸からが最も多く、この集落の居住者の殆

どは!日鬼脇村からの再移佳者である。徒って開拓

移控者来島年代はl日鬼脇村より的20年連れている

著書になる。更に一年間の中の春 3 月の北前舶によ

る来島移住者が最も多い。これを明治29年四本町

(マオヤニ)居住者の出身県別の戸散を記すと改

のようになっている。青蘇県 9 、歌回県 8 、山形

祭 2 、新潟県 6 、富山県 2 、石川県 5 、福井県上

鳥取県 7 等で他に霊媛、岡山の各燥などがあげら

れる。こ白年の本町田戸数97戸で人口404人であ

った。また、明治31年11月から36年 4 月まで寄留

者(後日定住者をも古む)散をあげると次のよう

になる。育蘇県25、秋田県26、山阜県 5 、新潟県

7 、富山県31、石川県出、福弁県28、砧取県なし、

置腫県 5 、宮城県 7 、謹賀県7などでこの年代の

本町集落への散は204名となっている。

北陸地方出身者の撤増が目立ち、更には他集落

にはみられない出身県の特撮がある。それは一村

の中心市街地の形成された為、商工業、官公庁等

の集落としての態味をもっていたことによるもの

である。

間生活の掛子

漁業祉事者の生活の様子は既報告の通りである。
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他にこの集落は旧仙法志村の中心地に位置し、商

業、学校、役場、郵恒局、桂三争等の関係者が多く

漁業と関連はあっても生活の欄子そのものが全く

巡っていたことは雷うまでもない。また、笹察揖

出所、普捷所もあって他集落にはない生活様式を

営む居注者が多かった。過酷化された現在もその

形態は大きく変化はしていなし、

141 漁港について

こ白問題についての詳細は第 10 集で報告務であ

るが、多くの商業船は本町の澗を利用しあた昨舟

による桂来があった。明治の小樽航路の開設以来

そして利礼三角航路の開設されて以揖の昭和詑年

まで鮮部、回拘置店があって畢降客、荷物横陣し作

業が沖がかりで行われてきたのでおる。

3 産業

川漁業

こ白集落内には地形によって大胆槙漁業却ち蹄

強網散業が伊藤田澗を利用する、伊躍米八、融八

のiilii 氏父子によるー者二ケ統だけであった。それ

は明治 3 年以来昭和 30 年の醜漁皆無までである。

伊藤米八は明治 26 年までで以後昭和初年まで同

磯八氏が継家したが、大正年代に入って時ケ

杭を佐孝新蔵が経営に当たったこともあり、昭和

年代は佐孝氏が経営した。次いで昭和 6 年に， j特

に本社を置く陣合同漁業株式会社の発足により、

これに書加加入 Li1l壮な陣番置に 部が仙法志合

同漁業会社仙桂志事業区事務所となり、この漁場

の実質経営者は佐孝新蔵氏になり、合間漁業株式

会社の解散の昭和 23 年以後も両氏の経営に当たり

終わっている。大正 8 年に加茂醤七氏が東端に陣

定置を行った。なお、漁業免許番号は(利陣定)

四八七、四八八で仙法志では車二三、二回の番号

で二 0、ニ と番号の藍更がその年によって持わ

れた。

また、この伊藤の渦(誼澗)は現存しており、

大正 7 年の豊漁時にマオヤニ在控の石工宮本輯絵

氏頭取になって築設し たものである。蹄番屋は韓

漁終期の昭和田年に建物を解体除去して仙法志皆

掛所が跡地に新設され、平成 2 年に更にこの建物

を取り除き、利尻町公民館を新聾して現在に至っ

ている。

他に、舶倉、網倉等は現在本町在住の峨家勝

氏が水産加工場として佐用している。漁湯の位置
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は旧仙法志村字マオヤニ四番地に当たり、現本町

青柳橋から東側 待は伊線漁場の所有地であった。

戦前に合同会社から漁権を惜り受けて、また昭

和23年に同会社が解散された後には多くの蹄建網

業者が出て本町地区外で経営に乗り出した。

昭和 11年前後より、大島昆次郎、駒井島躍の両

氏は政治に、(定置第四九二~三〉種目、回中、

大森氏の桂に大島氏が、 (定置田九五〉今井~大

島の桂昭和 10年から駒井氏が経宮した。その他に

神確に岩下増次郎、石倉良二、安江融弥、西国の

各氏。戦後になって山田、石倉の両氏がまた、長

浜では三浦佐吉氏がおり、戦前後に亘って紺宗治、

遠藤万治の御崎や野中で経営に当たり、加瞳墓 、

某谷政男の両氏も戦後の 時経営に書画した。

西国松次郎、時三郎の父子や砂田弥郎民眠前

佳に亘って茜方面仕込み親方として活躍した。膳

的漁業者は余り多くなかったが、沢田末組、武松

田両氏に会沢東作氏など操業していた。見布聾殖

業者は杉田、沢田、革森、山下の各氏等で次第に

数は描j> してきている。

この集落の漁業従事者は広い意暁での何らかの

揺わりをもっていたことから考えてほとんどの住

民がそうであったが、専業漁業者の数は全体の三

分の 程度であった。!日水産倉庫の下にある「山

谷の澗」、 「西田の澗J (旧努の澗)と酋醐に続

いて f大澗J そして「中島の澗J があり、西端の

岩石の浜に続いて山ノ上の漁民の利用している野

本の潤むどがある。その何れも瞳舶の出入りする

程度の小さい澗である。それらの澗は現在も明治

年代から代々の子孫や隣接する漁民が利用してい

る。漁業の内容及び形態の聖避は旺報告の県高と

ほとんど同じである。

大正 2 年 4 月 2 日に尭足した水産組合は一世帯

細漁民にとっては大きな影響はなく、専用漁業者

自力が増大する結果になっている。昭和 3 俸には

初めて鉄簡コノクリ ト白水産倉庫が箆殺された

が、昨主手取り敏された。仙桂怠漁業共同組合~!

白水産物の倉庫であった。

(21 商工業関係(質屋を含む)

1 商工業の概要

この聾高は旧仙桂志村の中心地として社会機欄

が整備されるに世って商工業者が圧倒的に多く、

その職萌も多岐に亘っている。明拍29年当時、援

に雑貨商 3 、小売輩 5 、石工 2 、仲買業 5 、大工

3 、理彊措 1 、温屋撞 1 、料理甑食業 2 の各業種

紀されている。来だ旅館は記されていない。

それが、大正末期になると内容的に大き〈変貌

している。題諜 9 、呉服商 6 、金物商 1 、荒物商

4 、車種揖 l 、回漕諜 2 、代曾車 2 、荷車 4 、温

屋諜 1 、 E腐屋 4 、大工 4 、石工 3 、理援業 2 、

料理屋 2 、馬車屋 6 などとなっている。これは旧

仙桂若Jす全体の数字であって当集落に存在した数

字は確定できないが大半白輩者がこ白地域に聾中

していたものと考えられる。

Z 商業経済組合

1) 更には明抽 41年 2 月当村池田斌太郎氏の提

唱による産業組合が設立されて共同鴎買、販売、

貯蓄を目的とし、脇田店舗を位置して実勤しその

成果を納めた。名称は「仙桂意信用車尭組合」と

し、会員 269 名で出資口融 607 口で商的広範な活動

をし、終戦時までの継続であった。店舗は現原崎

水産加工場がその跡である。原崎勇次民直接担当

していたのは後半のことである。そ田内容として

は競買部として取り担った品物に白米、革、醤油、

時噌、缶詰類、足袋、ウスベリ、蝿躍の生活用品

であった。信用部としては貯金 4 種類とし、貴金

の貰付を行い、有担保冊担保とし有個証券、土地、

建物を認め全額は評定委員会によって作成した。

販売部は生産品販売をした取引商人との園行が障

害となり良い結果は得られえなか勺た。

蹄不漁による生活困難なる漁民救世を目的とし

たが地元商人との折り合いに苦労を重ねてその葛

藤があり悪駿苦闘の連宮であったようである。昭

和国年 2 月に解散した。

2) 公益質量

未曽有の大木漁不況に陥った村経請による村民

の生活を守るために仙桂志村は公益質屋の設置に

踏み切った。昭和 5 年11月 10日より業務所を役場

内に自立き、周 6 年 3 月 25日より店舗は字マオヤニ

363番地の鬼脇安江商店イt1J法志支店の閉姐した店

舗をこれに当てた。この建物の規模は石造亜鉛引

鉄桓葺倉一棟10坪、同二階10坪白既設倉庫を利用

した。そして、事務室及び附属建物としてー練21

坪を敷地毘収費を吉めて三千九百六円、その他設

備盟会わせて四百九十四円で車奇襲して業務を開始

した。宜付制限金額は消費貰金(生活資金)は20

円、生業資金(事業貰金〉は50円を一口とし、一

世帯当たり各々 1曲円、四O円とした。貫付利畠月
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二分二厘五毛で流質期限は契約当日より構四ヶ月

し、弁処方等条件を設けた。事務長は村長が当た

り、会計、事務員三名とし世業員に山田繁吉、越

後主主源麗両氏のニ名を配置した。

昭和 8 年10月の人口は 2， 9町人で内訳は漁聾者

2, 577人、小商工業者177人、俸給生活者117人が

主なもので、この年の貸付件数301件で置物点数4

61点の取担い内容になっている。これは稲和 14年

度までの経宮内容の費料がなく、以後の状況は不

明である。村政責料によると昭和27年 3 月 5 日に

再認可を碍て再出発している。生活貴金一口一千

円、生業費金口五千円、一世帯 5千円、一万円

とし、 29年度の運転置金は506 ， 5引円となってい

る。また、昭和30年度由紀揖には借入50万円の慣

理終了年置が昭和31年度になり、名実ともにこの

年度を以て閉姐となっている。

現在この建物は本町住民自家屋となって残って

おり、石造倉庫は消防車隊兼住宅の建設時の昭和

41年に取り除かれたロ場所は現消防分遣所の車障

である。

3) 仙良会

昭和初期に結成されたと考えられる。{由良会は

中島缶三民が木谷常IX郎民らと相談し仕込み親方

に対抗して昆布の良質化を図り面格の適性化と日

用雑宜品の安値販売を目的として提唱した商措経

済組職があった。友田重吉らもいた。マオヤニの

漁業者の大半が金員となり、醜って良質のE布を

製品化 L一人当たり 20打から叩打出荷したといわ

れている。こ白会専任検査員は面野仁吉正で製品

を厳しく吟味して検査したという。そして出荷し

見布から一定の出畳金を出し合い、日用品、雑貨

品を担う小売店を出したといわれている。店舗の

場所は現在の原崎商店である。その他、詳細な内

容については宜料がなく不明である。終戦時まで

継続されていた。

4) 海産商仲買人

水産物仲買商人はこの集落に集中的に多く鞍え

られる。仲買高だけでなく日用品雑賀の販売から

金融面で貸付の匝を計っていた商人が多い。極略

商人当たり、同~印人から 70-80 人の顧客を持

ち経営していたようである。明治の中期には衆豊

、安達市主郎、西田松次郎、旺口高代松、小林

藤吉、日比謙二、木保勘次郎の茜民らで外の梅産

雑貨商人もこれに類似した高行為の人は多かった
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という。

仙法志商揖の先駆者である商人は伊藤磯八、道

明末吉、軍白書代必、北野踊吉の各氏で、続いて

は中川原増改郎、安江蝕弥の各呉服商人にもまた

同織のようであった。桂期には新たに上回石松、

西尾正、長谷川荘松、木村幸一郎、能畳亀吉田各

氏関聾した。大正から昭和には二代目の西田熊三

郎、上国政太郎、日比正一白各氏へと続いている

新しくは野呂田良助、加藤喜一、山田普吉、そし

て元村からの井田鹿之助へと時代は変わっていっ

た。輔桂まで続いたこの商人は西田、上回、井田

能畳、日比の各商人であったが、戦後の民主化に

よる漁業協問組合の接続改革による軍曹に宮輩困

難となり、流通も変わり白熱鹿輩した。

Z 各商店の概況

1) 畠時代の状況

関村荊からの明治32年に中川原、その桂の鬼脇

安江の各呉服店が防車した。明泊四年には海産及

び雑賀商の草山由太郎、佐藤寅三郎、西国松次期

の各氏商店、小売商の三上、大問、長笹川、本間

桜井の各氏の商車、料理店の小野、須藤の各氏、

理盟業の加藤氏、場屋揖の栗田氏、回船醇部の佐

孝伍作氏、宿誕の佐孝栄植民等があった。

明治から大正には新規に松野、武田、山脇、田

居、越後谷の各呉服店が開業した。また昭和に入っ

て遠藤氏開店したが、武田を除く各店は聾を消し

遣藤氏は一昨年店を閉じた。

荒物海産雑貨商には上田、西尾、木村、日比、

能畳の畠氏の新規開店があった。金物商には加藤

中の商丘、それに茜小売商店に憧周購買組合、小

野、畠中、 <k山、大島、安江の各氏、文房具商白

川口氏である。

昭和年代には平場、紺、宮本、甑元、加藤田各

氏の雑貨小売商店に仙良会等の閉店である。以上

の中で現在も続けて宮操している店は中川原、武

田、安宅、木村各氏の商店だけである。

2) 旅館

佐孝栄松氏は漁揖の傍ら旅人宿を開業したのは

明治 29年以前のことである。過酷のために昭和 40

年代に粧わった.現証の消防分過所白所が佐孝旅

館で約同年閣の歴史であうた.長谷川旅館は長甚

川荘松氏が回和初期の不況により建物を改革して

開識したもので E史は前者程古くない。商店から

の変身で現在も宮聾は続けている。そ白他に昭和
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の初め学校道路中聞東側に蔵宿所が昭和初期に

あった。漁岨由長屋で酷から漁民をとめた.

3) 耳子店

明治町年以前に中世菊次郎氏は漁業務菓子店を

出した。民は明治 20年代に来島したが他のことは

不明である。大正時代に入ってから中村貞太郎氏

は現在の神社道路の駒井氏宅付近で蕗子業を始め

たもので大正 5 年の大火後に今の野本商店宅に建

物を移転して開店した。以後紹和初期まで宮難し

たが不況で転出した。親は明治 20年代に衆佳して

いたと考えられ、前者中松氏と同年代の来島のよ

うである園昭和に入って山下植改郎民の松月室、

木本直一民と山田清陵氏の菓子店が開業している。

山下正は神磯の人で現在の宮道義之氏の所にあっ

た。終臓まで開崩していたが戦時中に死去し閉店

となった。木本氏は音形から来住で戦時中に 時

中断があ勺た。戦後には再開したが店主商弱とな

り、昭和 45去手頃に店を閉じた。市街地中央である。

山田氏は鬼脇からの釆村で昭和国年まで市揖東刷

に宮聾していたが、この年再び鬼脇に転出した。

提って現iIは市街地に菓子専門店は皆無になった。

4) 飲食及び料理店

明治 20年代に小野総之助、須藤弥七の両氏は鬼

脇村から来住して料理店を闘聾した。明治 35年に

は新しく金丸金太郎氏の名が見られる。須藤氏は

本町山ノ上に、小野、金丸の荷民は少し位置は壇

つが市街中央のようであった。金丸の桂は性孝栄

松氏が「軟田家 J と命名し、代が藍わって佐孝新

蔵氏に経営されて戦後蝉漁皆無まで続き、盛況を

極めた。調藤氏は大正初期に終わっているようで

ある。 r中島屋」は中島伍三氏が大正の初め夫婦

合意の上料理店を開業したも町である。中島家三

代目高容民の代まで続くが f秋田家」周期に昭和

30年代に実質的に鹿聾した。陣不拒とそれによる

過疎には勝てなかったのである。盛視時には千客

万来で常時酌婦が 4 、 5 人はいた。また、大正時

代以桂にも小料理屋、飲食店、またはこれらに類

叫した店は散多くあったといわれている。

世江、友園、三崎、春日、木村、宮本、田中の

畠民らの眉がそうであったという。中でも背柳橋

から東部の集落が賑やかであったといわれている

昭和の初期不況時には小現槙店は殆ど盛を消し

た。昭和 10年当時には梧白快白浜側に「ひさご」

といっ哩茶店があったが長くは桂かなかった.さ

らに、戦後には井国民の閉店したカフェ 「日の

出」もあったが散年間でまも'"く店を締めた。

その後にな勺て位食店隠居は雨後竹ノ子のょっ

に顔を出した。昭和田年頃になってから宮本氏の

西捌の空川の上に「裕ちゃん J 、学校道路のハ木

'i;田所では「高純」が、咽野宅の浜酬には「現代」

などが閉店し た。何れも漁不振で閉店になった。

現在ただ一軒のみ井田食室は昭和叩年の閉店であ

る。また、岡山商店は昭和田年頃二階に喫茶店を

開きまもなく店を閉じ、近年博物轄障に観光ンー

ズンだけの「ピットイン」を閉店した。

理聾店関時

間肘以前は加藤岩蔵民、その桂西崎太車民であ

る。

大正時代に入って、西崎氏の弟子自駒井倉次郎

は現郵亜局の隣に関揖し、昭和に入ってその子正

克氏が継承した。間正は昭和叩年代に昔形に移転

開業し、その店舗で佐孝勝三氏が営業した。同氏

は昭和 50 年頃づ神に転出して店舗は空家になった

方、三浦佐吉氏は 4 神で笹業を萌み、昭和白初

めに脅柳橋付近で捌聾したが昭和 10年漁業合同会

社に入って廃業した。その後、昭和 15年主連辰男

氏は搭場の一角を借用して開業し、場所は宜わっ

たが現在に至っている。埴元宙産氏も 時期営業

したという。 r高飽 J 閉店後に八木タカ正は店餓

を改造して、「タカ英容続 J を隣いた。廃止桂の

昭和田年頃に岡山商店前の元川口商店後地に、七

尾氏は美容院「レディ 」を開店した。

場厘車

場屋農は明治 29年以前既に栗国鹿吉正が久保沼

倉吉氏を雇人として澗聾していた。以後西鴫太蔵

正明拍 36年に聞聾していた。そして、宮本鶴松、

山本イト、音形に移転した浜本の各氏がこの業に

掛っている。次いで上ノ尻からきた鍍名竹躍氏が

大正 12 年以前に経営し、聞和 10年頃昔形に移転し

た。その後、原崎勇改民権利の元で宝連伊佐男氏

苦形よりきて世事したと考えられる。それは戦後

まで続いたが廃止され、昭和 30 年頃より川村周八

氏が現武田商店の東捌に建物を新築し開業した。

五、六年で終わった。各家庭に風 Eが普及し、利

用者捕により続けられなか勺た理由によるもので

あった。

現在の歯科診富所の場所は何十年間も続けられ、

多くの住民の吏流四場であった浴場の跡地でなっ
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かしいが今はその面彫はない。

酷工聾関百ミ

古い昔より眠工業関係聾者は当酷際業していた

と考えられるが質料がなく不明である。

乏しい貰料の中からは最も古い聾者であろうと

考えられる能者は小顧客三松、鴻龍太吉の河民で

ある。両氏の名は大正七年の詑揖と明治後半の村

掛聾斑(古新聞紀事)に散字でこの数があるとい

う理由である。

小輔眠工場の場所は現在の小輯家より1>~棋倒

から、戦争前から昭和田年まで悶山商店車恨の小

広場にあったが再び昔の場所に民っている.平成

二年に小蹄一正の死去により鞍工場は本町から姿

を消した.

それから鞍車業屋根毘として大正年代の鞍わり

から昭和の初めにかけて、何名かが開揖していた

ようである。戦後一時に好況を見込み新聞撞し、

或いはこれを期待した聾者は専揖として成立せず、

昭和初年代で廃業に追い込まれる結果となった。

改に描げる川村、治佐の両民は避に制れた土地を

去り、新しいlit輔に立たされた.

戦後に現在の理髪店の所にIII村周三氏は!II村鞍

工場を新設したが語気白不況の臨曹で数年で工場を

閉じた.漁船を対象としたものであった。甑企置

には現土田商店の前に昔から摘佐福一氏の家里兼

作雄場があった。文太吉氏は大正の中期からの人

である。

択に、その障に戦後に畠田島太郎氏は且根怯恒

宣告幾そ開揖したが昭和40年代前半に蝿挫した。更

に、戦後に山脇呉服店白後に出所増三氏は食料品

店を出店し、桂に蹟桓店兼金物店として営業して

いる.. HI村正は致泊に移動したが際も恕〈札幌に、

清佐正は死去によりま接は昭和40年頃札幌に缶々

転出した.

小蹄鉄工場の前の建物は、齢木なみ民が離店兼

)(具店を宮み、その甚干場氏がここで商いを宮ん

だ他物である

& 究通運輸

j) 描上輸送

史迎並みに運送については離島という特 E来事情

から海上における貨客の取酷いが漁業の開拓とそ

の移住生活の増加のより世却に整備されていった.

陸上における、この機関は昭和の時代に入って

ようやく聾備の機運が見えはじめた.しかし、海
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上陸上の両者ともこれらの組踊並に機構、韓関は

今時点からみると戦桂になってはじめて今日への

動きが始まったものである。海上の空通運輸は小

樽藤山内船と小初日本郵船桂に北海商舶に所属す

る匝樽店、解部の二者が既に旧仙桂志村開肘以前

に設置或いは組織されていたのである。

2) 高山田糟店

藤山汽舶に属したのは高山回糟店である。明治

36年 5 月 1 目、砂田弥一郎氏は地域有志と協議の

上組合田理店を創設したが不調に終わったが再建

~2年桂には鬼脇の多国堅次調砲務店を貫収した

とある。それは既にこの支店が拙桂志におかれて

いたのである。従って考えられる白は組合田靖店

とこ町支店とを融収してー祉にして強力化したと

推測される。

更にこの時代以前に元村金子ノ i問に回調店があ

って、世辺虎田氏そして寺下氏がこれを継ぎ、砂

田弥郎氏三代目で実際の経営管理は 4 、 5 年で

あったといわれている。そして世田氏は建網漁場

経営に本格的に乗り出したのが塩江清太郎氏回漕

店に移行していくことになったと考えられ、大正

9 年のこ占である。

当時、藤山田湘店といわれていたが、高山田市

Iii由名称は甑江措太部氏命名である。汽船の寄港

する場合はダイサノ屋号昭雄が上げられたもので

これによって小怖から舶の来ることを周知したと

いっている。そして、眼桂の昭和田年には利礼三

角航路の駅舎が政r自に趨世されて、そこに移り悶

和40年代まで買事の盟扱い、荷役作業がおこなわ

れた。戦前の昭和10年頃には北見回漕店を合併し

て、これまでのこ店がー店に抗告された。

3)，北見陸海店

この回漕店は雄山田漕店に若干遅れて関撞した

と考えられるが、詳細不明である。明治 35年既に

金丸金太郎氏は酒船解部を開難している。その所

属する汽舶会社は不明であるが、前者の回漕店で

はないと考えられる。この回 i嘗店名は大正初搬に

なって明らか陪なり、日本郵船から北海商船の所

属であったようである。

本町中心部に大正和 ~1胡には弁雄常太郎氏宅が、

この店舗とし宮難し本町西部の新谷新郎氏宅が

あって、北見回描店を経営していた.後、大正後

半になって新苔氏は原悶は不明であるが、経営に

失敗したといわれ、これを継象した経営者は大島
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虎世部民であった.その後、的20年間の昭和10年

代半ばに周囲漕店は高山回漕店に証合会掛まで続

行され、醇毎もまた証合されるに至勺ている.檀

開した濁は本町と元村町境界蝿に当たる醇且岩に

接した「醇風岩の澗」で中盟槙の舶入測である.

4) 回漕鮮邸

回漕眉と一体であったのは層部である。明治 35

年既に二つの線部があり、佐孝伍作氏のカネサ醇

部と金丸金太郎氏のカネマル醇部である.佐孝正

は明治 20年に桂島し定住し、漁業の傍ら数年後に

騨節目船乗を関聾した。この鮮怒は薗山門船系の

回漕店、即ち砂田弥一郎正の組合回調店から議山

田漕店、そして高山田清店に属した.そして醇部

はその子宜七氏、亜直一民と三代に g~ たが航路

のー畠体制に人勺た昭和 40年代中聞に自問解散に

なった.檀用した澗は伊藤の澗(秋田置の澗)を

伊藤峨八と型的 L終戦桂の岡和 22年まで直用した.

B宇部方はほとんどマオヤニ元村の人々 で番置は現

在の控孝友一氏宅で場所は藍わっていない。

大正 5 年 1 月 8 自のマオヤニ大火で帯屈は憤失

した桂、一時青柳掃の組にいた.そして月日が経

て昭和 8 年に佐孝宜七民は沼繍(オダトマリ)白

カクシチ、加議佐市民の番屋を買岨 L、カネサ解

flI!の瞳物を一新して尭毘を記宜して織った写真が

聾されている.佐孝友七盟方、船頭曲曙栄太郎{元

村}、寺下仁、杉田毒太郎、杉田悟昌太郎、佐孝

主義、赤塩居太郎、土木聖書吉、ま事由主四郎{以上

元村〉、駒井島嵐、小中栄太郎、田端金庫、八幡

外恵、桂筏薫、五ノ拍雅太郎、五ノ抽聾作、亀谷

措置、上木太市、上木市松、成田利三郎、池端重

二、伊蔵相吉、木村忠一、畠山敬泊(以上マオヤ

ニ〉、宮下要一、宮下国次郎(以上政泊〉、回漕

15 且上木置の畠民等で元沖サの人々 の多いことも控

目される.

また、大正年代の一時あった中島騨郎は住孝解

僚の下請していた中島匝三氏である.更に、金丸

金太郎氏の騨錫は明治 35年以前の関車で、継承し

たのは新苔新一郎民の経営した北見回漕店の北見

解部となっている.金丸氏と新谷正の間にはマル

エイ醇lliIがあったのである。従って金丸、佐孝、

新吾と続いて大島虎次郎民由権利となり、昭和 10

年半ば合併された.ここの醇部方には元村山ノ上

の人々 が多〈、船頭には米腿藤五郎.そして国古

馬吉、玉甚文吉、船田重三吉、中川猿破、五十嵐

の茜氏に帳場に樋木喜吾民がいたという.乗客の

散よりも貰鞠の取担いの方が多かったといわれて

いる.

仙桂志は立地条件が悪〈冬期間は時化が多い.

そ白ために鉛は鬼脇から仙法志へはなかなか寄港

してくれなかったという.それで船が稚内出港を

確思して、鬼脇まで暫遭佳歩で'宇部の人が仙法志

はそんな大時化でないから是非「舶を回してくれ」

と船長に依頼しに出向いたという。舶を回して貰

いたい一心で額むのだが、実際には大時化でとん

でも江いえらい自にあ勺たり、途中で近くまで来

て毘勺たこともあゥたという.

日 陸上運送

水産物の運送量鍵には明治大正昭和の前半に属

事屋が大活躍をした.当地で鈍馬大会を開催する

程の属で吏通にも究かせ江い縁関であった.

各陣建掴漁場には必ず一頭の馬がおり、各水産

物商及び仲買商に専属の鳥海厘がおり、馬江しで

は商売はできなかヲた。利尻島内 i日各村中最も多

かったのは仙法志村であうた。最多数を散えたの

は大正時代で 30頭から 40顕近くであった。商取引

上、鬼脇経涜圏にあり、円船の寄港回数の少な〈

なかったことも一因している.マオヤニには特に

高率直が多く、年間通じて属なしで考えられ江い

杭配にあった.置麗米吉、常吉、常次郎氏の兄弟

高橋道太郎、道司、週三の兄弟、中村亀吉、豊三

郎民の兄弟、長谷川描松、佐'"文次郎、菅野豊田

郎、諸沢栄次郎の吾氏らに属国男次、岩井岩位、

本間秀吉民等がいた.眠後になって車社会に藍

わった今日、一頭の馬も見られなく忽った。

年代は昭和 10停になって曙車屋馬車屋組合を結

成し、運賃の協定や親睦や亡くなった馬の供聾離

はどを取り決めた.また、島内では最大睡の馬車

であった。仙法志鬼脇聞の馬車買は 20銭であった

という.大正 5 王手にはその融制覇であった.

また、人力車も島内喰ーの開業してお客さんの

恒宜を図ったといわれ、大正 S 年、小擁輯太郎氏

が車夫をしていたという.宗谷管内ニケ所である

冬期聞は馬植で、その馬の足跡が雪道をつくる唯

一のものであり、犬揖も僅われた。しかし、馬車

の全郎が馬視になったわけで低なく、 6 顕から 8

頭程であ勺た。この時代にはそろそろ自転車が入

り出し、大正 5年には 7 台で鴛泊の 22台に比べる

と 3 分の 1 であった。梅の凪には{山法志、鬼脇。
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仙桂車、菅野閉館橡舶による貨客の往来が行わ

れていた.

4 ホ置加工

古〈は水産加工といゥても現在考えられるよう

なホ産物の加工ではなく、二世産品であって、一

次置品の簡単江草建造であった.その製品は身欠陣、

陣蝿、繍館、開園、煮海量彦、塩陣、俳園、長切E

布、天草等であり、肥料として陣粕、回柏、銀柏、

緩柏、笹目、陣白子、陣軸、胴障などで他に陣抽

その魚油であった.これらの製品はほとんどがマ

オヤニの仲買人、海産物商人によって買い占めら

れ、小術、大臣、枕木、敦賀等に出荷され、昆布

は主に大阪に売り出された.

それらの製品は 部の腕建網難者と少しの刺網

業者の手によって行われたものである.水産加工

業といわれる産業及びその難者は、第二次大戦頃

からその兆しを見、そして戦後になって本絡的な

水産加工業が始動したものである.しかし、これ

もまた漁輩の不眠により特に他町村に比鮫して当

地集落で俗停滞して章者のほとんどが廃車に追い

込まれてしまった.戦前より水産物の加工由先駆

者は原崎勇IX民であった。民は重量組合(信用醐

買組合)の廃止の昭和四年以後に、大島虎故障氏

と共同で塩麗障の型車を開始し、更に16年よりト

ロロ昆布白血工に大島氏倉庫に散台の繊属目官を

ーかせた.これは昭和田年まで担行し、さらに22

年より陣繍魁に乗り出し、雌、コナゴの掴製まで

草地震を艦大した。続いては昭和30年代に入って陣

漁が皆無なってスケソ霊祭平の水産物加工を経営に

当たった。原料不足に一時中断したが、昭和60年

前後より再出蛇の線型を始めた.さらには、スケ

ソの紅子の創造も始めたが昭和田.3年で鰭条件の

悪化によって終了している。

現在は他のウニ加工聾者に加工婦を貸している

のである. (昭和30年代桂半に水産加工揖の原料

不足とその高腸によって、不掘時には「竹ノ子J

の製造品販売に共同により 16年間続けられた.こ

の加工業にはほとんどの水産加工章者が書加し

た) .

睦雄には多くの章者が曹こそはという怠気込み

で麟を幽してきた。戦前村長であった三ケ尻喜代

吉は融後の公睡追睡で起死回生を図り、陣塩蔵量

を蛤めたが史民主に終わヲた.武士の商法であった

ようだ.伊蕗芳生正は昭和30年から fウニJ の折
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り詰め、 〈竹ノ子}その他屯どの事業を姑めたが

昭和54年商売して終わり、弁田鹿之助a;1~ トロロ

E布加工江どをし、食料品の傍ら事璽を大幅に転

復したのが職後の昭和30年までであった.

その桂、元村の川村周八民も元村及び本町でス

ケソの創造、茶苔末雄、高橋道司民も一時的に行勺

たことがある.輯前後を通じて陪沢、茶昌明夫の

両氏のような小盟槙な章者は監多かった.戦後よ

り現在も継続され尭展した業者は瞳家島一民であ

る.民ほ融聾初めて水産加工業者と江るが、昆布

仲買商からスケソの肝油製造業を開始し、そ町後

には岨、ナマコの乾物製造、そして雌の繍製、朗、

スケソ及びタラコの製造生産から仲買から出荷ま

での一貫しあた海産商人として翼植をあげている。

さらに、 「ウニの折詰J の聾託業者になっている。

昔の伊藤漁場の建物が加工場である。昆布のトロ

ロ加工率撲を10数年前より開始し、建物も増改築

して年間操輩を続けている.

E その他の商店

島野商店は明桔から続いたE腐屋であゥたが、

輔撞に食料品店として再開された.しかし、 3年

前に過酷化により廃店に怒った.また、大正時代

には古府、面野、陸前戦時中に#回の豆町店があっ

た.昭和初期に開店した紺、大正時代の大島の各

商店は輔前後の商品不足と陣撒棄に乗り出して商

店を閉じた.現在の各民宅の店輔があヲた.

B比商店も明拍時代からで絡唖桂まで続いた.

現在の雄弁幸男民宅の所であった。昔は水産物仲

買人だったが昭和初期の大不況に殖情揖尽や各種

保険の代理店でもあった。また、サンマや陣白爆

製移擦も行勺た.昭和四年には信金仙法草出蝿所

の店舗に貸したことがあったが、謙二氏ニ代田正

一民の死去により閉店となった。昭和30年頃であ

る.

仙良会経営の庖舗は木谷常太郎宅で輔撞木谷商

店として開店営業していたが、昭和33年で店を閉

じた。現在の原崎商店は木甚商店の後に以前から

開聾していたのがここに移転した.山脇商店は明

治後半から融後まで匝いていたa 呉服朝、小間物

商であヲたが、載後同丘町死去により出ッ所地三

氏これを継承した.商品は食料品店と宜わり、続

いて現在白金物兼証金量とは qて現在に至勺てい

る.旧郵慣周前にあ勺た信用組合店は原崎勇次氏

が住んでいたが、験聾に石倉良二氏転出後、ここ
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に移住し、水産加工場として現在も檀用されてい

る。

海産商でもあった能畳商店は米世雑賞、埋草等

専売品の荒物商であった。明治桂三幹より戦後まで

続いたが‘吉氏死去し、子の龍太郎氏視員して後

昭和20年代後半に大阪に転出した。その後、中島

平枇氏が入居した。駒弁藁店は現在の家屋にある

が、店舗兼用であった。昭和元年の隣盟は現在地

より少し離れた、現在の弁田食堂の一角で閥聾し

たものである。戦後まもなく宮撞を止めている。

当時の建物として残っているのは駒井置蔵宅だけ

である。加藤商店は以前から米穀並荒物商店で

あった。これが現在の野本商店である.明拍30年

代後半に加藤兼太郎氏来島して以後に同氏は金物

商店を開いた。その聾子米太郎民は軍世相続して

それを受け継いだ。また、子金且民がおり、呉服

物商店を開店させ、分家独立して謙太郎氏同居し

た。金貞民は昭和53年に転出して棄血車関慌にある

野本昭二氏がこの商店をそのまま継承した。

本軍に当たる加藤金物店は戦時中より鉄郎正が

後を継ぎ、新簡をも取り担った.一時、弟の悦郎

氏は呉服物を閉店舗で商いしたこともある。しか

し、この商店は昭和国年に店を閉じ、札幌に転出

して建物は窺っていない。環岡山商店の西側に当

たる位置がそ白土地であった。川口商店は文具商

で雑誌類を眠っていた。 III 口秀雄氏の弟金市民と

続き、同氏死去して正敏氏の代になってまもなく

転出し、中島勇氏入居閉店したが、昭和40年店を

閉じた。宮本洋S'lJr苫は宮本鶴担氏の店であるが、

石工でもちり、風呂屋、そぱ屋であったが再三華

麗も宜したことあるといわれている。現在白田中

卓治氏も入居したこともあり、醜失後に田中氏が

砲てたが道路拡幅工事によって再び新築された。

宮本氏の子、iE~IJ民も各職業を経験し、その干の

稔民は郵恒局に勤務していたが電話の自動化に

よって昭和51年に札輯に転出した。

昭和初期に開店していた閉店は島野E属店、星

回商店、マルイチ中村草子店、マノレヤマ山下松月

堂、 (菓子店)カクキ木本商店(菓子商〉、山田

菓子店、マルナカイチ中金物店、マルキチ加藤金

物店、ヤマショウ西尾商店(海産雑貨商、酋尾喜

太郎〕、 fill桂志信間続買叛売組合、拍車会、ヤマ

ジョウ深尾韓商店(画、雑貨)、@駒井描宙(童

紅、半紙)、ヤマセン干場商店(米艦、雑貨)、
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カクメソ紺商店、 (食品、酒)ダイマル大島商店

(酒、雑貨)、マルカ能畳間店〈米韓、雑茸〉、

ヤマイチ山脇商店(呉服物〉、ヤマニ安宅商店(食

品)、野 E田商店、 (果物)'マルセイ川口商店(紙

類)、ヤマタニ事苔末吉、 (木間〕、マルナカ中

川原商店、(呉服物)カクチョウ長谷川商店、 (雑

貨)旺元商店、 (芋)ヤマイン上田商店、 〔歯油、

雑貨)、小輔摺拍車、津田鉄桓店などの名が記さ

れている(当時の 00 家の買物帖より肱粋)。

安宅商店は元村山ノ上に居生していた安宅善七

氏の閉店である。昭和の初めのことである。木村

高店は木村幸一郎正の開業した、海産仲買商が最

初であった。同民は明拍 20年代に来住 L開業した

老舗である。昭和に入って病死後に子供兄弟の応

召、戦死などがあって一時中断したことがある。

現在は米韓、文具店となっている。

現在の回中白歌氏宅は戦前桂の自転車店である

大正時代はこの場所が「ミヨ γヤJ といわれたソ

パ屋だったという。

6 その他戦挫の新規閉店

土田時計店は宮本氏宅に一時間借りしたが、靖

佐民札棋に転出桂地に店舗を新築し閉店した。道

路証幅工事等により昨年三度の新築をした。昭和

32年代に鬼脇から来住した.池端商店は重一民新

たに昭和四年食品店を開講い現在に至っている。

関山商店は男氏が政措から転入し、昭和白年に前

坂元商店後地に新革開店した。食料品全般の店で

ある。さらに井田鹿之助丘はパチンコ等娯楽店に

も拡げたがまもなく店を閉じた。氏は昭和11年に

元村から転入し、海産商人に撤した人で他諸撞種

はその樟らであ勺た。菅原車店は鬼脇の仙法志支

店として昭和30年に一時借店舗で営業し、昭和田

年に現在に移り営業中である。

藤井文博氏は昭和22年、吉田利男宅に入居し、

洋服仕立業の傍ら、車品企品の店であったが 2 年

前に廃車した。元村から本町に上木善吉氏は豆属

屋を相和35年開業したが、昭和60年に開業転出し

た。戦後の上木氏屯前に宝途伊佐男民は数年間営

業したことがある。

神瞳の藤井幸作氏は水産倉庫前 2 、 3 年間肉の

臨売した。昭和40年代後半のことである。

7 大工関係

明治大正の時には相当敷いたようだが漁業との

輩華で判揖としない。名は田中由太郎、柾屋白伊



様車七、石工のま重量麗白畠民で他に村上粂吉、

研田与吉の岳民があげられる.大正時代に伝って

底田量之助、小体末吉、佐藤清拍、三村孝二郎、

徳世郎兄弟、金子民平田各丘町名が出て〈る。

昭和に入ってからは10年頃吉田工作所が青柳橋

の棋にあった.これは写真置でもあ勺た吉田制男

氏の家具の細工場であったという。戦後になって

か色は本町に佐勝、吉田両氏、他に練太から転入

の松田小技拾であるー

船大工としては松田問機の桓弁描晶、福蔵親子

の造船所があ勺て、融後多〈のit.舶を作ったが、

融不振で昭和30年桂には余り伝わ伝治、令た.野本

昭二圧は破舶を現在も作ヲている.念近の議章茸

週後には建築会社に属する大工が多くな~てきて

いる.載前櫨には作って売る下駄屋専門の高橋喜

太郎の店があった.また、茶谷正a是正は鞍後に大

工晴負、材木店を小坦樟ながら経宮している。木

挽も大勢いたが詳細は不明である.

おわりに

この集落は他の集落より集散が滋し〈定着伎に

乏しい。過様化輔少の特に進んでいる実躍をヨ号館

に入れても、どの時代にも番通量不振由修響路大き

い.経演力の強い者は先を見る岨が高〈、ほとん

どは畠を去ってしまった.

経済支E権を握勺た白は全認が聞西人回大医、

近E、四国の商人であった。なかでも待久力を持っ

ているのは近E商人の呉服商人が多いことである.

量憧に、この圏査にご協力下さった方々に厚く

お礼を申しあげます。特に、駒井富雄さんにはお

世話になりました.

ご協力下さった方々、そして量参考資料文献等詳

細については、この調査が終了する報告、その 2

で記述したいと』曹.います。
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